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酸素・水素安定同位体比を用いた北海道釧路湿原の湧水起源の推定
Estimation of the springwater origin of Kushiro-moor using oxygen and hydrogen stable
isotopic ratios
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釧路湿原は，貴重な植物や絶滅の恐れのある貴重な生物が生息し，日本最大の重要な湿原である 1)．湿原は湧水があ
り，冬季でも水が凍らないため，冬季の水場を提供する重要な役割がある 2)．湿原の遊水地区域にもたらさられる降雨・
融雪の大部分が湧水として流出していることが報告されており 3)，湧水の流出地点において湿原の保全を行うには，湧
水や地下水の供給源を含めた広域な水循環の把握が必要である．
地下に浸透し，河川へ流出する過程での水の安定同位体比は，化学物質とは異なり，帯水層内の物質との化学変化の

影響を受けない．このことから，本研究では，酸素・水素安定同位体比を用いて，釧路湿原を含む北海道東部の水循環
を把握することを目的とする．また，地層科学研究所の三次元移流拡散解析ソフトウェア「G-TRAN/3D for Dtransu-3D・
EL」を用いて北海道釧路地域の地下水の流動解析を行った．
これらの結果から，チルワツナイ川の湧水起源を四つ推定することができた．まず，チルワツナイ川上流部のδ 18O

が-10.0‰と低かった湧水は，δ 18O平面分布から釧路湿原の北側 10～20km地点に同じ同位体比の渓流水が存在し、こ
の地域に涵養域があると推定された．チルワツナイ川上流部のδ 18Oが-8.0‰と高かった湧水は，δ 18O平面分布から
釧路湿原南東周辺に、同じδ 18Oの渓流水が存在し，この地域に涵養域があると推定された．さらに流動解析を行った
結果,釧路湿原南東周辺の地下水の流れは，釧路湿原チルワツナイ川上流部に向かって流れていた．これらのことからも，
同位体比の高い湧水の涵養域は，釧路湿原南東周辺であると考えられた．チルワツナイ川下流部にはδ 18Oが-7.0‰と
高い湧水がみつかった。この湿原周辺では、-7.0‰の高い同位体比をもつ水は今までのところ見つかっていない．流動
解析を行った結果，釧路湿原西側と南側からチルワツナイ川下流部へ向かう地下水の流れを確認できた．一方,δ 18O平
面分布から釧路湿原の南側や西側には、湿原の最も高い同位体比には達しないが，高い同位体比の水が見つかっている．
したがって，釧路湿原西側や南側に同位体比の最も高い湧水の涵養域があると推定された．
キラコタン岬周辺のδ 18Oが-8.5‰と高かった湧水は，δ 18O平面分布から湧水の東側にある塘路湖周辺のδ 18Oと

同じ値であることがわかった．さらに流動解析を行った結果,塘路湖周辺の地下水は，キラコタン岬周辺に向かって流れ
ていることから，この湧水の涵養域は，塘路湖周辺であると推定された．このように，釧路湿原をとりまく周辺で水が
涵養して、湿原中心部でわき出す構造が推定された．
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